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By 濱 博一 
 本欄担当は、書くと約束してくれましたが…締め切りは

過ぎ、時は流れてゆき…。今月も代筆で失礼致します。 

 

 幼い頃から鉄道少年で、特に蒸気機関車が大

好きだった僕は、中学を札幌で過ごしました。

辛うじて道内に走っていた蒸機を求め、親に

買ってもらった一眼レフカメラと三脚を大事に

抱え、校則もなんのその走り回っていました。 

 デジタル一眼レフカメラ（以下デジイチと略）を

手にして久々に撮影を始めた近頃。何気なく構

えた自分の画角が傾いていることに気づきまし

た。水平であるべき水平線が右肩上がりになっ

ているのです。つまりカメラは右下がりに構え

ているようなのです。（今月表紙写真参照） 

 機材を自慢しようが、こんな写真を撮ってい

るようでは、デジイチが泣きます。それにピン

がやや甘いような気も…。ひょっとすると手振

れか？プロはグッと寄った花のマクロ撮影で

も、風景でも、三脚を使います。折角の大画素

のカメラで撮ったからには、後日お気に入りの

写真は大きく引き伸ばすはず。その時に差が出

てしまいます。 

 かつての盟友三脚は家のどこかにあるはずな

のですが探しても見つかりません。買ってあっ

た安い三脚で夕景に挑戦しましたが、思うよう

にならず。腕を磨けばよいものを、今度は貧弱

な三脚しかないせいにしてセミプロ級を物色し

ていました。ネット通販では三脚も価格比較が

できます。そこで他では４万円台

のものが５千円も安いショップを

見つけてしまい、ついつい注文… 

 翌日届いた現物は、それはそれ

は頑丈で見栄えもよし。これで、

ついに腕以外に言い訳ができなく

なってしまいました。(^^;ゞ 

TAKI no TAWAGOTO 

 このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。 
 その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。 

能登より富山湾・立山を望む 

by hama 

がんばれ！東北がんばれ！東北がんばれ！東北   

負けるな岩手・宮城！負けるな岩手・宮城！負けるな岩手・宮城！   
岩手・宮城内陸地震 

風評被害対策勝手連プロジェクトに賛

同します！！ 

 先々月発生した岩手・宮城内陸地震

の被災者の皆様に心より、お見舞い申

し上げます。 

 さて、この震災は専門家の緊急調査

で、これまでに無いほど被災地区が

狭い範囲に限定されていることが明

らかになりました。東北の殆どの地

域・観光地は全く無事です。 

 にも拘らず連日の報道により、広域

災害と誤解され、旅行のキャンセル・

予約が入らない状況が既に東北全域に

及んでいるようです。被災周辺地域

への風評被害は、経済復興の最大の

障害であり、被災地をフォローする周

辺地域に対して余りにも冷酷です。ど

うか冷静な情報収集と判断をお願いい

たします。（濱） 



濱
の
つ
ぶ
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流
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「
ご
縁
」
と
一
言
で
済
ま
せ
て
い
る
「
有
難
い
（
稀
な
出
来
事
）
」

に
つ
い
て
、
先
月
に
続
き
で
あ
る
。
六
年
前
の
十
二
月
号
本
欄
「
恩

返
し
」
で
若
干
触
れ
て
い
た
。 

 

殆
ど
の
こ
と
を
「
当
た
り
前
に
起
き
て
い
る
」
と
勘
違
い
し
て

い
る
今
日
、
そ
れ
が
稀
な
こ
と
で
あ
り
有
難
い
確
率
の
出
来
事
で

あ
る
と
は
思
い
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
感
謝
が
少
な
い
人
は
、
こ

う
し
て
生
ま
れ
、
増
え
て
ゆ
く
。 

 

何
か
の
体
験
を
通
じ
て
、
当
た
り
前
と
思
い
込
ん
で
い
た
こ
と

が
、
実
は
中
々
実
現
が
難
し
く
、
水
面
下
で
相
当
な
工
夫
や
努
力

が
行
わ
れ
た
上
で
の
こ
と
だ
と
気
づ
い
た
と
き
、
当
た
り
前
の
基

準
が
ガ
ク
ン
と
変
化
す
る
。 

 

有
難
い
こ
と
を
し
て
い
た
だ
い
た
と
感
ず
る
こ
と
が
で
き
た

と
き
、
自
然
に
感
謝
の
気
持
ち
が
沸
く
。
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の

後
で
あ
る
。 

 

そ
の
気
持
ち
は
誰
に
返
す
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

普
通
は
「
有
難
い
こ
と
」
を
し
て
頂
い
た
相
手
の
方
に
返
す
の

が
「
恩
返
し
」
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
当

事
者
で
あ
る
二
人
の
間
だ
け
で
、
や
っ
た
り
取
っ
た
り
し
て
回
し

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
か
ら
発
展
す
る
こ
と
は
難
し
い
。 

 

そ
こ
で
少
し
、
発
想
を
転
換
し
て
み
た
い
。 

 

頂
戴
し
た
恩
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
自
分
の
利
子
を
付
け
て
後
輩

や
、
そ
の
後
に
出
逢
っ
た
人
々
、
つ
ま
り
次
代
に
お
返
し
し
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
時
代
の
人
々
も
ま
た
、
同
じ
よ
う
に
「
各
々
の

 

毎
月
第
四
日
曜
日
早
朝
、
遠
州
横
須
賀
の
ほ
ぼ
中
心
部
に

位
置
す
る
「
三
熊
野
神
社
」
境
内
。
冬
な
ら
ま
だ
暗
い
時
刻
に

怪
し
い
人
影
が
う
ろ
う
ろ
、
お
参
り
に
来
た
人
で
も
な
さ
そ

う
・
・
・ 

 

遠
州
横
須
賀
倶
楽
部
が
主
催
す
る
「
三
社
市
」
は
今
か
ら
二

十
年
以
上
も
前
の
昭
和
六
十
二
年
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
古

文
書
に
よ
れ
ば
応
仁
年
間
、
本
町
通
り
は
荷
次
馬
次
の
場
所

と
し
て
栄
え
、
三
熊
野
神
社
周
辺
に
は
「
三
社
市
場
」
と
い
う

市
が
立
っ
て
お
り
大
変
な
賑
わ
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

市
を
現
代
の
世
の
中
に
復
活
さ
せ
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
「
三
社
市
」
は
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
、

こ
う
し
た
朝
市
自
体
が
珍
し
か
っ
た
こ
と
あ
っ
て
け
っ
こ
う

話
題
を
呼
び
、
出
展
者
の
募
集
を
か
け
れ
ば
た
く
さ
ん
の
出

展
希
望
が
殺
到
、
出
店
の
調
整
を
行
な
っ
て
い
た
ほ
ど
で
し

た
。
当
初
は
二
ヶ
月
に
一
回
の
開
催
で
し
た
が
、
そ
の
活
況
ぶ

り
に
気
を
良
く
し
一
年
後
に
は
毎
月
行
な
う
こ
と
に
。
境
内

に
は
採
れ
た
て
の
新
鮮
野
菜
や
特
産
物
、
手
づ
く
り
の
も
の

趣
味
の
も
の
、
ま
た
う
ど
ん
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ま
で
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
並
べ
ら
れ
、
大
勢
の
お
客
様
で
賑
わ
い

ま
し
た
。 

し
か
し
そ
の
盛
況
ぶ
り
も
そ
う
長
く
は
続
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
あ
ち
こ
ち
で
い
ろ
ん
な
「
市
」
が
始
ま
っ
た
り
同
種
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
た
り
、
出
展
者
も
よ
り
人
が
集
ま
る
ほ

う
へ
売
り
上
げ
が
あ
が
る
方
へ
と
移
動
、
開
催
ご
と
に
一
店

ま
た
一
店
と
出
展
者
が
減
り
始
め
ま
し
た
。
こ
う
な
る
と
あ

と
は
潮
が
引
く
が
ご
と
く
寂
れ
る
ば
か
り
、
店
が
減
れ
ば
お

客
さ
ま
が
減
る
、
お
客
さ
ま
が
減
れ
ば
ま
す
ま
す
店
が
減
る
、
ま

さ
に
悪
循
環
と
は
こ
う
い
う
こ
と
・
・
・ 

時
は
流
れ
平
成
二
十
年
六
月
二
十
二
日(

日)

早
朝
、
三
熊
野
神

社
境
内
に
は
数
人
の
横
須
賀
倶
楽
部
員
が
集
合
し
何
や
ら
準
備

が
始
ま
っ
た
。
も
ち
米
を
セ
イ
ロ
で
蒸
か
し
臼
と
杵
で
お
餅
に

つ
き
あ
げ
る
。
そ
の
出
来
た
て
の
お
餅
に
あ
ん
こ
を
入
れ
て
大

福
餅
に
、
一
パ
ッ
ク
三
ケ
入
り
二
百
円
で
販
売
開
始
、
で
も
そ
れ

を
買
う
お
客
様
は
見
当
た
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
他
の
出
展
者
の

姿
も
な
い
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
二
臼
目
の
餅
が
つ
き

あ
が
る
。
お
や
、
お
客
様
だ
。
い
つ
も
の
常
連
さ
ん
が
一
パ
ッ
ク
、

も
う
一
人
、
こ
ち
ら
も
犬
の
散
歩
が
て
ら
寄
っ
て
く
れ
る
常
連

さ
ん
「
二
パ
ッ
ク
も
ら
お
う
か
な
」
お
客
様
は
た
っ
た
こ
れ
だ

け
。
残
り
は
主
催
者
自
ら
が
五
パ
ッ
ク
十
パ
ッ
ク
と
買
っ
て
ゆ

く
の
で
す
べ
て
完
売
。
こ
れ
で
は
ま
る
で
自
分
た
ち
の
た
め
に

朝
早
起
き
を
し
て
お
餅
を
つ
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
（
笑
）
お
客

様
よ
り
主
催
者
の
ほ
う
が
多
い
市
、
こ
う
い
う
状
況
で
あ
り
な

が
ら
休
む
こ
と
な
く
十
数
年
間
も
続
い
て
い
る
き
わ
め
て
珍
し

い
市
、
そ
れ
が
「
三
社
市
」
で
す
。 

こ
ん
な
流
行
ら
な
い
市
が
な
ぜ
延
々
二
十
余
年
も
続
い
て
い

る
の
か
？
そ
の
理
由
と
は
・
・
・ 

「
別
に
や
め
る
理
由
が
な
い
か
ら
さ
（
笑
）
」 

 
来
月
も
さ
来
月
も
そ
し
て
そ
の
次
の
月
も
、
三
熊
野
神
社
境

内
に
お
餅
を
つ
く
音
が
響
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

ち
ょ
っ
ぴ
り
の
利
子
」
を
付
け
て
次
の
人
に
返
し
て
ゆ
く
… 

 

す
る
と
、
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
？ 

 

恩
と
感
謝
が
、
せ
せ
ら
ぎ
の
よ
う
に
流
れ
始
め
、
小
川
の
よ
う
に

な
り
、
や
が
て
立
派
な
川
の
よ
う
に
人
々
の
間
を
流
れ
始
め
は
し

な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

中
に
は
自
分
の
中
だ
け
に
溜
め
込
ん
で
し
ま
う
人
も
い
る
だ
ろ

う
。
で
も
、
気
に
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
人
が
抱
え
込
ん
だ
恩
は

水
と
同
じ
で
、
や
が
て
賞
味
期
限
が
切
れ
れ
ば
、
い
ず
れ
は
消
え
う

せ
て
ゆ
く
。
「
旦
那
」
と
い
う
言
葉
の
語
源
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

の
「
ダ
ー
ニ
ャ
」
だ
と
い
う
。
ダ
ー
ニ
ャ
に
は
「
布
施
を
す
る
人
」

と
い
う
意
味
が
あ
る
。
周
り
に
提
供
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
抱

え
込
ん
で
ば
か
り
の
人
は
、
表
面
的
に
は
一
見
豊
か
な
ダ
ン
ナ
の

よ
う
に
見
え
て
も
、
真
の
旦
那
に
は
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

だ
か
ら
、
み
ん
な
「
ち
ょ
っ
ぴ
り
の
利
子
」
を
付
け
て
、
次
の
人

に
お
渡
し
し
て
ゆ
こ
う
。
そ
れ
が
川
の
流
れ
の
如
く
、
サ
ラ
サ
ラ
と

清
く
輝
く
よ
う
に
流
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
。 

 

こ
の
川
の
た
も
と
に
佇
め
る
の
は
、
幸
せ
な
こ
と
だ
ろ
う
と
思

う
。
源
流
や
上
流
に
も
思
い
を
馳
せ
、
自
ら
も
そ
こ
に
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

い
く
つ
か
の
川
が
合
流
し
て
大
河
に
な
っ
て
行
く
と
き
、
こ
の

世
は
き
っ
と
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
流
れ
て
い
る

水
は
、
関
わ
っ
た
人
々
の
恩
と
感
謝
と
透
き
通
っ
た
意
志
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
の
利
子
の
一
滴
一
滴
が
集
ま
っ
た
も
の
で
あ

る
の
だ
か
ら
。 

寄
稿
『
日
本
一
流
行
ら
な
い
「
朝
市
」
の
お
話
』 

 
 

 

 
 

遠
州
横
須
賀
倶
楽
部 

大
番
頭 

鈴
木
武
史 

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

(

す
ず
き 

た
け
し ) 

「
生
ま
れ
も
育
ち
も
遠
州
横
須

賀
、
生
え
抜
き
の
五
十
歳
。
笠
井

屋
陶
器
店
々
主
。
静
岡
県 

遠
州
横

須
賀
御
城
下 

新
屋
町
住 
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前回モチベーションにはその源泉となるものがあり、これをモチベーション

リソース、略してモチリソと呼び、組織型、職場型、生活型、仕事型の４つあ

るという話をしました。 
高度成長期の日本は、がんばれば人も組織も日本も成長できました。給料も地

位も仕事の範囲も生活の豊かさも全て、つまり４つのモチリソが全て充実して

いた時期といえます。 
しかしバブル崩壊以降は、このモチリソが機能不全し始めました。そんな中で

企業経営者は打開策を考え、成果主義の給与体系の導入や、組織のフラット化、

アウトソーシングや派遣社員の活用などなどで、組織の筋肉質化を図ってきま

した。 
しかし、部長、課長と呼ばれることにやる気を感じていた組織型モチリソの強

い人は、肩書きをはずされたり、新肩書きとして●●リーダー、とかユニット長

とか呼ばれたりするようになり、なんとなく釈然としない思いを持ってしまい

ました。でもこんなことでグチる訳にはいきません。 
また、チームでの協働や一体感にやる気を感じていた職場型モチリソの人に

とっては、職場内に非正規雇用のメンバーや、多様な価値観を持つメンバーが増

えてきたので一体感が持ちにくい職場となったため、疲弊感を感じるように

なってきました。 
組織型モチリソの刺激策として導入した成果主義の人事制度も、期待した結

果をなかなか発揮することができず、逆に達成可能な低い目標しか設定しない

風土や、自らの成果を優先するために、職場内でノウハウを共有しないという副

作用が目立つようになり、見直しを図る企業が多くなってきています。 
組織内での昇進にやる気を感じて、自らも出世してきた管理力が、部下の中堅

社員に対して、「君ももうちょっと頑張れば管理職になれるぞ」と鼓舞しても、

昇進がモチリソとなっていない部下からすれば、「そんなこと言われても・・・」

ということにしかなりません。 
無自覚に自分のモチリソと、相手のモチリソが同じだと思ってしまうことに

よる、こういったギャップが組織のそこかしこで生まれるようになっています。 
さて、４つのモチリソの中で、その中核として考える必要があるものは仕事型

モチリソです。仕事そのものの目的、仕事のプロセスの中での発見や工夫、裁量

の余地、仕事から得られる経済的な報酬や個人に蓄積できる知識、技術、人脈な

どと言った非経済的な報酬など。 
 この仕事型モチリソをどうやって刺激すればいいのかについては、次回改め

てお伝えします。 

『 モチベーションについて考える（その３） 』 

(株)アスリック プロジェクト推進部  五十嵐 政信 

『 温泉への誘い (66) － 鹿児島の温泉 － 』 

著者ご本人のご希望により、インター

ネット版ではご覧いただけません。 



 「登らぬ馬鹿、二度登る馬鹿」と言われる富士登山。静岡県にいながらこれ

まで一度もチャレンジしたことはなかった。乗鞍スカイライン、千畳敷きカー

ルに20代の頃行った時に頭は痛むし、呼吸も芳しくなかった。 

 飛行機も長時間乗った後、着陸態勢に入ると頭が締め付けられるように痛く

なる。挙句の果てにエコノミック症候群で搭乗後には、まともに歩けないよう

な状態になる。要は高山病間違い無しと言う訳だ。それに加え昨年は1月にテニ

スでアキレス腱を切断し、完全な脚に戻っていない。もう永久に完全にはなら

ないと思う。富士登山などできぬ理由ばかりを並べた。おっと「公務員はでき

ない理由を並べるのは天才的」と言った北川三重県前知事の言葉が頭をよぎ

る。でもこの富士登山だけは諦めていた。 

 ところが、観光局に異動になり、この時期になると富士登山の問い合わせの

電話が多くなる。登ったこともないのにアドバイスはできない。機会があれば、

せめて7,8合目ぐらいまではと思っていた。 

 そこに7月26日（土）富士山麓の小山町から「金太郎祭り」の招待があった。

これまでＮＰＯや観光協会のあり方など話に度々行っていたこともあり、その

時に出会った皆に会いたいという気持ちも手伝って職場同僚を二人誘って出

かけることにした。小山まで行くのだ。翌日は日曜日。登るしかない。 

 でも登れるところまで、頂上を目指す気はさらさらない。と言うわけだから

昼間は川のイベントで飲み、夜は町民総出の夏祭りで飲み、気がついたら23時。

小山町の友人の小野さんが「明日は5合目まで送りますから、何時に宿に迎えに

行きましょうか？」御来光を見ることは予定になく登頂の気もないのだから、

6時半でいいですよと答えた。 

 富士山には富士吉田口、富士宮口、御殿場口そしてこの須走口の4つの登山道

がある。須走口は標高2000ｍから登り始める。6.5時間で頂上である。「たく

さんの緑となだらかな傾斜。須走口は優しい登山道」とパンフレットには記さ

れているが、最も長く歩くコースである。 

 翌朝6:30約束どおりの時刻に宿を出発、コンビニで昼食と飲み物を仕入れ

た。すぐそばにある富士浅間神社から登山口の須走口新五合目（標高2000ｍ）

までは車で30分弱、神社前にある駐車場に車を停めれ

ば富士登山バス片道1160円で運び上げてくれる。新五

合目には駐車場はあるものの御来光目当ての登山者の

車でいっぱいとなっており、道端にはたくさんの路上駐

車の列が2キロ以上に亘って続いていた。送迎のタク

シーもあり3人で乗ればバス代以下だ。下山の時このタ

クシーに大いに助けられることになる。（つづく） 

『 「火をおこす」と「火をつける」 』 

合同会社アイアイシー 山田 浩市 

 「おこす」とは何か？を考えるとまず思いつくのが「火をおこす」。検索する

と、「火のおこし方」という石川県の埋蔵文化財センターがトップに出てきまし

た。古代の火の作り方が色々紹介されていて、実際試したコトのあることや知ら

なかった方法などとても興味深い内容で、いざ！という時にも十分役立てるこ

との出来る情報でした。 

 冒頭の、「人は最初、噴火や雷など自然現象でおきた火を使用していました。」

の一節は、忘れそうになっていた「何か」をもう一度考える瞬間をもらったよう

な得した気分です。「最初は自然におきた火を・・・」。濱先生に勝手連の考え

方を教えていただいた頃、あぁ、このままじゃイカンなぁ～と思い始めていたボ

ランティアグループが解散しました。某日、解散式に出席、普通の飲み会でした。

さして緊張とか今後の展望とかそんな感じではなく普通に芸人のスケベ話にハ

マったり、金華山の登山をカタチから入る方法とか、・・・それだけ寝耳に水っ

ぽい解散。コンサバ強し、出すぎた釘でしょうか。 

 さて、「火をおこす」を思いつくと「火をつける」とどう違うか？が知りたく

なりました。まず、単に「おこす」という単語で再検索すると、「コンドームで

火をおこす方法」というページが、９０万３０００件のトップに躍り出ます。ど

ういう内容かはそれぞれの皆様のご判断をいただくということで・・・ 

 なるほど、人の興味というのはそうやって作られるんだ。検索結果という概念

が今までのデータ分析用の、予測用のツールに近かったものが判断基準のレベ

ルまで上げても良いのかなと、ぼちぼちそういう時代かなと思います。思うのが

遅いかもしれませんが・・・ 

 「火をつける」になると、やっとＹａｈｏｏ辞書とかＡｍａｚｏｎのコーチン

グの本とが掛かって、後に心に火をつける。ハートに火をつける。ペットに火を

つけ2階から・・・。後は謀議員さんのWikiとかが続きます。内容的には「きっ

かけ作り」という感じが「火をつける」という行為に近いニュアンスでしょうか。

つける瞬間までの過程だったり、いわゆる「点火」だったり。 

 産官学のまちおこし事業に係っていたのですが、今考えると「着火」や「点火」

を求める事が多すぎたのかも知れないと考えたりもします。 

 おこしは点火だけではなく持続。焚き火の「オキ」、ある程度燃えた太い木に

残っている熱源。どこかに行けば、何かを見ればそんな熱源を、皆が感じられる

ものにどう表現していくか、例えばキャラクターでも。ＣＦや海外ドラマのシナ

リオにはやられます。どうやって最初にあれをイメージするのか。確実に掴ん

で、そして記憶させます。つけるとおこすを上手く使い分けているのでしょう。 

 「点火する」インパクト「持続する」コンセプトおこしのコツが、少し掴め

たような気がします。 

『富士の国から ～大魔神のたび～ 富士登山１  』 

静岡県観光局 溝口 久    


